
アイラブつくばまちづくり補助金制度5周年記念

平成25年度

アイラブつくばまちづくり補助金・市民活動協働型事業

活 動 事 例 集

つ く ば 市



〔彊3警畢轟錢建鐙霙熱延す轟睾羹

楽走クラブ

特定非営利活動法人 アクアライフ研究所

つくば子育てサークル 茶の間カフエ

特定非営利活動法人 ままと一ん

言重:義義轟全皇芋萎季垂義≧菱筆 :こ蓑す轟事婁

金田台の生態系を守る会

(3)安心・安全なまちづくりに関する事業

花畑自治会

特定非営利活動法人 つくばアーサミンHガーデニング

吾妻まつり実行委員会

テレジンを語る会いばらき

NPO法人 よかつぺ茨城

つくばセンター地区活性化協議会

特定非営利活動法人 スマイルロステーション

つくば日まちかど音楽市場ネットワーク

テクノパーク桜まちづくりを考える会

葛城まちづくリグリーンネックレス構想 歴史文化L地域資源系グループ

葬・:葬 卒―等後
=峯

孝 =・・等棄著峯楽 al見義す尋芋垂

親子藝術あそび (ボランテイア実行委員会)

☆一番星

漢字を楽しむ会 遊

つくばボードゲーム愛好会

つくば子ども劇場

つくばハワイアン協会

アートウェーヴつくば実行委員会

―ノ矢八坂神社菊愛好会

特定非営利活動法人 リヴオルブ学校教育研究所

具塾

つくばPTA連絡協議会

こどもの教育と特別支援について考える会

特定非営利活動法人 華の幹

つくば森林クラブ

ふれあい筑波

おもしろ!ふしぎ?実験隊

くすのき会

Pl

P2

P3

P4

P5

P29

P30

P31

P32

P6

P7

P8

P9

P10

Pll

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P21

P22

P23

P24

P25

P26

P27

P28

市民活動協働翌1事業 目次



活動状況写真

L障害者などの親子が,運動を通じて体力向上を楽しみながら行つた活動や,一
般参加者などの交流会を行つたことを評価します。
日今後は,安全で安心に事業運営が行えるように事業計画及び事前準備を詳細
に行つたうえで実施されることを期待します。

採択口実践
のコメント

口障害者が運動を楽しいと体験できる場。また,一般の人が参加しても楽しく心温
まる,軽運動及び親睦の機会として,運動会などの活動を継続していきたいです。
E安全性についての対策を深め,運動を安全に行うこと及び集団感染の防止に配
慮し,安心で良い活動としていきたいです。

今後の目標

参加人数 :58人

参加者は,満3歳から89歳まで,楽しみながら運動を通して交流を図りました。
見学者も思わず参加したくなるような内容でした。

事業の成果

参加者の軽運動と交流を目的に,小さな運動会を行つた。
日実施日 平成25年 11月 24日 (日 )

日実施場所 桜総合体育館
日時間 午前10時から午後1時
目指導 陸上指導者およびヨガ指導者
日内容 走るロジャンプ・ボール投げ・ヨガt障害物日交流会

事業の概要

2005年より,つくば市内の公園で知的障害者などが親子で集まり,一緒に無理
なく楽しく運動して体力向上すること,健康に楽しく生きることを目的に活動してい
ます。

団体の活動

障害福祉課担 当 課

50,000円補助金額

75,948円総事業費

少子高齢化対策に関する事業寄附活用分野

チャレンジυ運動会事 業 名

楽走クラブ団 体 名
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団 体 名 特定非営利活動法人 つくばアクアライフ研究所

事 業 名 中高齢者のための水中運動教室を中心とする運動継続支援活動

寄附活用分野 少子高齢化対策に関する事業

総事業費 501,100円

補助金額 100,000円

担 当 課 スポーツ振興課

団体の活動

当NPO法人理事長である野村武男 (筑波大学名誉教授)が,長年にわたる筑波
大学での水泳や水中運動に関する科学的研究成果を,地域高齢者の健康づくり
に役立てていただくための健康増進事業を推進しております。

事業の概要

洞峰公園で継続実施している中高齢向け水中運動数室のプログラムをブラッシユ
アップし,筑波大学の協力のもと,転倒・認知症予防のプログラムを実施しました。
①水中運動教室(24回実施)②体力測定会+水中運動指導(2回 実施)

③健康講座(3回 実施)④健康運動相談(月 1回実施)⑤研修会(2回実施)

事業の成果

実施期間 平成25年 9月 1日 (10月 開始)から平成26年 2月 28日
日運動習慣化の初期段階として継続して参加いただくことがでました。また,腰痛
や膝痛などを抱える高齢者ほど積極的に参加され,多くの方が事業継続を希望さ

れています。

今後の目標
一般高齢者の健康増進事業から軽度の疾患を抱える高齢者の運動教室 (2次

予防日3次予防)を継続して実施していきます。

採択口実践
のコメント

日参加者の運動の習慣化を図るために,運動教室だけでなく講座や相談など個々
に合わせた内容を実施した取組を評価します。
E今後も,産学官が連携した運動教室の継続実施により,医療費,介護費削減に
つながることを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

日子育ての同じ悩みを持つ親同士が集まる場を提供し,サポーHこつなげる活動
を行つたことを評価します。
日今後も,同じ悩みを持つ親が集まり情報交換や意見を聞きあう場を提供していく
ことを期待します。

採択・実践
のコメント

今後も月1回程度のペースで,継続的に実施していきたいです。今後の目標

実施期間 平成25年 8月 22日 から12月 18日
口お話会6回 ,イベント2回 (護身術教室 Hリ トミック教室)で会員を除いて延べ19人

が参加しました。
日参加された方からは「周りには分かつてもらいづらい悩みを共感しあえてよかつ

た」という感想をいただきました。

事業の成果

竹園交流センターやつくばカピオでのお話会と,子育て中の母親向けの護身術

教室を,ララガーデンつくば内コミュニケーションセンターにて,イベント(子ども向

けリトミック教室)を実施しました。
事業の概要

子どもの育てにくさを抱える母親へのサポートを目的として,お話会や不定期の
イベント(リ トミックロ護身術J専門家の講演口子ども向けの教室など)を開催してい

ます。
自助グループのような枠にとらわれず,同じ悩みを持つ母親が集まり,情報交換

や意見を聞き合う場を提供しています。

団体の活動

こども課担 当 課

20,000円補助金額

34,246円総事業費

少子高齢化対策に関する事業寄附活用分野

つくば子育てサークル 茶の間カフェ事 業 名

つくば子育てサークル 茶の間カフェ団 体 名
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団 体 名 特定非営利活動法人 ままと一ん

事 業 名 みんなで音楽を楽しもう～クリスマス♪フアミリーコンサート

少子高齢化対策に関する事業寄附活用分野

総事業費 667400円

補助金額 50,000円

担 当 課 こども課

団体の活動

1999年設立。子育て中のママによるママのための育児情報誌「ままと一ん」を子

連れで編集E創刊したのが活動の始まり。以来2006年には,つくば市子育て支援

拠点事業を受託,子連れの親の集える場所も提供しています。スタッフも子連れ

の母親で,同じ育児中の親が地域で楽しく子育てしていけるような活動を続けて

います。

事業の概要

子連れで気軽に参加してもらえるピアノコンサートを開催。

親だけでなく,じいじHばあばも子どもと一緒に楽しめて,家族の絆を深める時間を

提供することを目的に実施しました。

事業の成果

実施日 平成25年 12月 22日 午前10時20分から12時
H実施場所 大穂交流センター視聴覚ホール
・参加者数  98名 (大人53名 ,子ども45名 )

日子どもたちに配つたスタッフ手作り楽器や,カスタネット,風船も好評で,最後まで

楽しい雰囲気で終了することが出来ました。

今後の目標

親子の絆を深めるためのイベントを,今後も継続していきたいです。

形態は今まで実施してきたことだけにとらわれず,子連れのスタッフの意見を反

映させて,自 分たちもやつて楽しい !と思えることを企画していきたいです。

採択日実践
のコメント

ロクリスマスの楽しいイベントとして,親子で楽しめるコンサートを開催し,手作りの

楽器なども使いながら家族の絆を深める取り組みを行つたことを評価します。
日今後も,様々な活動や子育てに関する情報発信を通じて,子育ての悩みを軽減

する取り組みを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

口自然観察会日史跡見学会だけでなく,森林保全整備を行い調査活動を行つたこと
を評価します。
口今後は,活動の幅を広げ,より深く生態系や史跡などを紹介する冊子を作成する
など,金田台への理解が深まるような活動に期待します。

採択 H実践
のコメント

J今年度は,11月 にNPO法人に認定されたことにより,ますます今後の活動に力を
入れたいと思つています。
日自然豊かで,史跡の多い金田台とその周辺の環境を,つくば市民の宝として広く
認知していただけるように取り組んで行きたいと思います。

今後の目標

実施期間 平成25年 4月 1日 から平成26年 3月 15日
H講演会 :サイエンスインフォメーションセンター 40名 参加
H道草ハイク:61名 参加
H森林ボランティア(整備):20名参加

事業の成果

一般の方を対象にする「道草ハイク」という自然観察口史跡見学会を開催しまし
た。
また,4月 には,つくばサイエンスHインフォメーションセンターにて講演会を開催

しました。近隣中学校での環境教育も3年 目を迎えました。常陽リビングやフェイ
スブックを活用して広く広報活動を行いました。

事業の概要

金田合は国指定の金田官衛日金田城跡など遺跡が多く,またオオタカを頂点とし
た豊かな生態系が残つています。この魅力的な環境を保全し,次世代へ継承する
ことを目的として,金田台の自然と歴史を保全する活動を行つています。

団体の活動

環境都市推進課担 当 課

100,000円補助金額

195,283円総事業費

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業寄附活用分野

「道車ハイク」及び金田とその周辺の生態系保全活動と環境教育事 業 名

金田台の生態系を守る会団 体 名
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団 体 名 花畑自治会

事 業 名 コミュニティ・まちづくり活性化

寄附活用分野 安心口安全なまちづくりに関する事業

総事業費 91,881円

補助金額 40,OOO円

担 当 課 都市施設課

団体の活動

花畑自治会は,毎年春コ秋の花植え,夏祭り等を実施し,2年前からは餅つき大

会,そして昨年からはボーリング大会を開催するまでになりました。また,自 治会

広報誌「花畑ニュース」の隔月発行と自治会HPを 4年前から作成し,回覧等が仕

事で見ることができない方々にも情報が伝わるような配慮を行つています。

年2回の防災訓練を実施し,自 主防災会を設立しております。

事業の概要

「ウェルカムフラワーCttyつくば花壇活動」の花苗配布に合わせて下記内容を実施

しました。
L5から6月 春の花植え,花壇縁石の造成 ・7月 花殻摘み,水遣り等のボラン

ティア募集 口7から8月 花殻摘み,水遣り,施肥,消毒作業
J10か ら11月 秋の花植え

事業の成果

H平成25年 5月 25日 (日 )花壇デザイン検討会 13名 参加
口平成25年 6月 2日 (日 )秋の種まきB施肥 H花壇耕転 45名 参加
口平成25年 6月 9日 (日 )春の花植え 50名 参加

今後の目標

自治会会員間のコミュニケーションの醸成のため花壇づくりを通じて,相互に意
見を出し合い,自 治会が今後進めていくべき道筋が見えてくることが必要です。住
みよい街づくりを会員に限らず地域全体に広められれば幸いです。

採択 H実践
のコメント

ロボランティアを募り,公園の緑化活動をとおして,地域住民の絆を深め地域交流
を図つたことを評価します。
日今後も,様々な活動をとおして,地域や多世代間の交流を図り,地域コミュニティ
活性化を図ることを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

日つくば市への来訪者におもてなしだけでなく,市民が協力して花壇の維持及び絵
描きブランターを作成することにより「つくば市への愛着。まちづくりへの意欲」を
図つたことを評価します。
日今回の会員だけでなく,地域住民や各団体と協力して花壇及び絵描きプランター
を維持する活動に期待します。

採択 B実践
のコメント

Bプラスティック製にはない,木製のプラントの「ぬくもり感」を大切にしていきます。
・つくばの玄関口としての美しい景観を創出していきます。
・花と緑のつくばらし調和のとれた,まちづくりを市民と共に維持していきます。

今後の目標

実施期間 平成25年 9月 1日 から平成26年 1月 31日
ロプランターのリニューアルによって周囲が明るくなりました。
H駐車禁上の看板が必要のない状況となりました。
日管理作業等に携わる青年たちの励みとなりました。
日市民とボランティアによる社会貢献活動を行うことができました。

事業の成果

つくば駅利用者にとつて第一印象を与える,出入り口周辺を花とアートで美しく
環境整備した空間にしました。

事業の概要

花と緑の豊かな,美しく,環境に配慮した,すべての人にとって住みやすいまち
を,住民,行政,企業,専門家が協働して育てていくしくみを研究し開発するととも
に,そうしたまちづくりを実践し,花と緑を生かした様々な取り組みをとおして,市
民のあたたかな交流あふれるまちをつくつていくことにより,豊かで健全な地域社
会づくりに貢献することを目的に活動しています。

団体の活動

国際口文化課担 当 課

50,OOO円補助金額

168,949円総事業費

安心・安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

花とアートで美しく賑わいのあるつくばの玄関を演出する事業事 業 名

特定非営利活動法人 つくばアーバンガーデニング団 体 名
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団 体 名 吾妻まつり実行委員会

事 業 名 界 33 ロ 吾妻まつり

寄附活用分野 安心日安全なまちづくりに関する事業

1,132,929円総事業費

補助金額 50,000円

担 当 課 市民活動課

筑波研究学園都市は,約 35年前に雑木林を開拓して造られた街で,地域のより

どころとなる神社や文化的行事もありませんでした。そこで「吾妻の子どもたちに

ふるさとの思い出を !」 との声が上がり,有志自らの手で30年前に開催された夏

祭りです。吾妻地区の小中学生を含むボランティア約400名 が携わり,地域の祭り

として運営しています。

団体の活動

事業の概要

毎年7月 中旬に開催する「吾妻まつり」を開催する こ当たり,4月 後半から小中

PTAからの

携して数回
回実施しま
た。

協 力を得て 企 画 準備作 業をするた め の WG を設置 し 児 里 生徒 と連

こよる「吾妻まつり実行委員会」を8から10回程度を開催し,WG代表者

した。また,小中ボ ン イア を中 い 「 子 供 お疲れ様
△
ム 」を実施 しましフ ア J

事業の成果

実施日 平成25年7月 14日 (吾妻まつり当日)

口地域住民との連携 (ボランティア活動保険230名 ロイベント保険 1,000名 )

日当日来場者数  1,126枚 (おばけの森チケット発行数 )

日お楽しみくじチケツト発券数  事前配布 1,870枚 当日回収1,235枚

引き続き「心、るさとのまつり」として小中学校との連携や児童・生徒のボランティ

ア参加を通じて,地域のよりどころとなるため活動を続けていく予定でナ。今後の目標

採択口実践
のコメント

活動状況写真

ロセンター地区で長年行われている祭りであり,

が参加して運営を行い,子どもたちに思い出を
PTAを中心に多くのボランティア
与える活動を行つたことを評価しま

す。
日今後も,継続的に実施することにより,地域住民の参加を促すとともに,より魅力

的な企画を行うことで,他地域の来場者を呼び込む活動を期待します。
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活動状況写真

Hテレジンやアウシユビツツ強制収容所についての貴重な資料を丁

示だけでなくお話会を開催し,平和と人権について考える機会とな
寧に集め,展
ったことを評価

します。
日今後も多くの方々に,戦争が巻き起こした悲惨な出来事を伝える活動を期待しま

す。

採択日実践
のコメント

一昨年の展覧会をはじめ,紙しばいや映画会,朗読会などの催しを行い「テレジ

ン」を通じて平和と命の大切さを伝え考える活動をこれからも続けたい。テレジン

収容所で何度も上演された子供のオペラ『プランジバール』をつくばの子どもたち

に歌つて演じてもらいたい。そのための呼びかけと準備を進めていきたいです。
今後の目標

・パネル展「生きのびた少年ジョージの物語」「ナチスに隠れて出された雑誌『VEDEM』」

「プラハロテレジン・アウシユビッツ写真展」来場者395名 アンケート回収数61枚

・

蜀 忌 請 舟毬 鵠 瀧 蕉 學 豆 習I即 荘 誰 ネッHこよる情幸限で東京

や千葉など遠方からも参加されました。

事業の成果

日平成25年 5月
パネル展「生

『VEDEM』」「プ
ロ平成25年 5月

:穆勇霧藍飾乳辮
11日 午後2時から4時30分まで

「ハンナのかばん」訳者 石岡史子さんのお話会

事業の概要

2011年秋につくば美術館で「テレジン収容所の小さな画家たち展」を開催し,大きな反響を

いただいた。第二次世界大戦中チエコのテレジン収容所ではナチスに隠れてさまざまな文化

活動が行われ,大人たちは子どもたちを守るために命がけの努力をした。しかし次々にアウ

シュビッツ等へ移送され殺された。生き残つたのは15,000人 の子どもの中で100人 ほど。テレ

ジンの出来事をもとに平和と人権,生きる勇気とやさしさを伝える活動を行つています。

担 当 課

団体の活動

市民活動課

50,000円補助金額

237,525円総事業費

安心 H安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

テレジンの子どもたちから事 業 名

テレジンを語る会いばらき団 体 名
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団 体 名 NPO法人 よかつぺいばらき

事 業 名 「いばらき松下村塾」請演&交流会

寄附活用分野 安心 H安全なまちづくりに関する事業

40,715円総事業費

補助金額 30,000円

担 当 課 産業振興課

団体の活動

広く市民一般に対し,自 然と人,人と人との絆を大切にした地域づくりに関する

研究および実践,そしてそれらの情報提供などの事業を行い,持続可能な社会 ,

成熟した市民社会,そして活力があり,笑つて生きて笑つて見送られることができ

る地域社会の形成に寄与する活動を行つています。

事業の概要

つくば市在住者を優先的に,NGOや社会事業などで地域に貢献しつつ自営する

力をつけたい若中年の無職者,障害者,学生,本格的な社会貢献を希望している

定年退職者などが学びを目的として実施しました。
日内容 NPO華の幹代表 飯塚洋子氏による講演)参加者との意見交換

事業の成果

実施期間 平成25年 5月 28日 から平成26年 3月 14日

実施場所 華の幹
日いばらき松下村塾第3回講演会 &交流会

参加者 :11人 (男性5人 女性6人 )

今後の目標

大人数ではなかつたものの,質問や意見交換が盛り上がり,2時間の予定が3

時間30分まで延長しても,まだ話し足りないという会でした。少数でも意欲ある仲

間と継続してつながりつつ,相互研鑽をつんで地域活動に役立つよう,一層のエ

夫をします。今後,よ り本格的に活動を続けていきます。

採択 L実践
のコメント

・非正規雇用者日引きこもり者や定年退職者の方々に対し,自立や起業支援を目指した企業家

との講演だけでなく意見交換を行い「志を養う」取り組みを行つたことを評価します。
日今後も多様な分野 H組織形態の経営者との交流会やセミナーをとおして,多くの参加者

が起業口就業意識の動機づけにより,就業や起業に結び付けられるような活動を計画的

に実施することを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

Hつくば冬の風物詩としてセンター地区の景観を美化ずる活動を市民の手によつ

て行つている点を評価します。
口今後は,当活動を継続するなかで,多くの市民が参加するだけでなく,企画内容
への参画することで,地域に対する愛着やセンター地区の活性化を図ることを期

待します。

採択口実践
のコメント

ランタンアートの数をこれ以上増やずよりも,「ランタンアーHこ参画する」,「ラン

タンアーHこ出品する」ことを目標とされ,地域ブランドアップに貢献できる仕組み

づくりをさらに工夫したいです。
今後の目標

実施期間 平成25年 8月 24日 から12月 15日

ランタンアート2013平成25年 12月 14日・15日

・市内小中学生の作成したランタン数/21校 ,4,155個 (前年度13校 ,2,757個 )

ランタン作成総数/6,5001回

・事前ワークショップの参加人数/785名 (8回 開催 )

・当日運営 (設置,点灯,撤収)に関わつた人数/2日間で延べ400人

事業の成果

・ワークショップ/7回開催。来街者や市民にランタンの絵を描いてもらい,ランタンアート

当日も「ランタンエ作コーナー」を設け,幅広く参加の機会を提供しました。
いランタンの展示/ランタンの点灯,手作りの「ペットボトルランタン」でつくばセンター地区

を飾りました。
Jコンテストの開催/センター広場に展示し,来場者の投票で優秀賞を決定しました。

事業の概要

H地域活性化事業 (フラワーアート(5月 ),七夕飾り(3月 ),ランタンアート(12月 ),

梅に願いを(2月 ),ストリートサンデー (毎月)

・地域環境整備等事業 (花壇整備,落ち葉清掃,防犯パトロール,ムクドリ追い払い実施 )

・まちづくり調査事業 (レンタサイクル「つくりん」,公共空間活用実証実験をつくば市と協

力して実施 )

団体の活動

企画課担 当 課

200,000円補助金額

安全 H安心なまちづくりに関する事業

750,715円総事業費

寄附活用分野

ランタンアート2013事 業 名

つくばセンター地区活性化協議会団 体 名
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団 体 名 特定非営利活動法人 スマイル・ステーション

事 業 名 楽楽大学『TSUKUBAを語ろう PART Ⅱ』プロジェクト

寄附活用分野 安心日安全なまちづくりに関する事業

総事業費 230,931円

補助金額 150,000円

担 当 課 市民活動課

団体の活動

当法人は「人と人,人と街,街と街をつなぎ笑顔あふれるヒューマン都市をつく
り,成熟した市民社会の実現を目指して設立しました。
この目的を果たすための手段として以下の活動を展開していまず。

①笑顔市 ②楽楽大学 ③つくば市市民活動センター指定管理者

事業の概要

つくば市民にとって関心のあるテーマ,即ち,つくば市が成り立ってきた古代か
らのTSUKUBAの歴史,教育問題,福祉問題,産業振興など9のテーマで市民の
方々と話し合いを実施しました。

事業の成果

実施期間 平成25年9月 27日 から平成26年 3月 7日
日参加者数 延べ368名
日17名 の講師の方にご協力いただき,当法人とのつながりができました。
日新たに「楽楽大学」の運営に係わつた人数 5名

今後の目標

「TSUKUBAを語ろう」というテーマで2年にわたり行つてきたが,まだまだ語る
テーマは多い,当法人が続く限り,取り組もべ`きテーマだと思うようになつた。補助
金なしでも継続できる「楽楽大学」を目指していきたいと考えております。

採択 H実践
のコメント

口つくばに関連のある事項について語り合い,公益的な内容について話し合うため
の人材を発見し,つくばのまちづくりを学び日考えていく取り組みを評価します。
B今後も様々な分野について開催し,多くの方々が参加し,まちづくりを考える輪を
広げて事業を継続していくことを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

日地域商店街の活性化を図るために,トライアルとして昨年度,自 主的に実施した
うえで,その反省点をもとに,より計画的で効率性に実施したことを評価します。
日今後も,地域住民と協力し,ボランティア組織の強化を図り,地域商店街の活性
化を目指した活動に期待します。

採択・実践
のコメント

H告知H宣伝の工夫で観客数の増加目標 (1日 で500名 )を 目指します。
日当日の商店街関係者の出店露店数を増やします。
」冠ネーミングの伊賀七商品の開発販売につなげます。
・商店街関係者のやる気を引き出します。

今後の目標

実施日 平成25年 10月 6日 (国 )午前9時30から午後5時
L演奏者 13組参加
J当 日来場者数  300名
・協賛参加商店数 37店舗

事業の成果

谷田部商店街において,プロ及びアマチュアによる音楽祭を開催し,地域住民
(つくば市民日県南住民)だけでなく,県 内外の住民が音楽をとおして交流するとと
もに,地域商店街の活性化及び市内中心地区以外の場所からの音楽文化発信し
賑わいの創出を図りました。

事業の概要

音楽文化でまちづくりを実践しているボランティアネットワークです。
本年度で活動9年 目になるノウハウを駆使して地域コミュティの活性化及び地域

商店街の活性化に取り組み,地域から音楽文化の発信を目指して活動していま
す。

団体の活動

産業振興課担 当 課

150,000円補助金額

360,OOO円総事業費

安心日安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

谷田部伊賀七音楽祭2013事 業 名

つく|ず・まちかど音楽市場ネットワーク団 体 名
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団 体 名 テクノパーク桜まちづくりを考える会

事 業 名 テクノパーク桜まつり

寄附活用分野 安心 B安全なまちづくりに関する事業

総事業費 678,065円

100,OOO円補助金額

担 当 課 都市計画課

団体の活動

テクノパーク桜まちづくりを考える会は,地域の区会有志によつて設立されまし

た。平成21年 9月 8日「つくば市都市計画課つくばスタイルまちづくり支援事業まち
づくリグループに登録しています。現在の会員数は11名 で「テクノパーク桜の良好

な環境を保つ」ために勉強会や,住民口学生日商店との交流を深める各種活動を

行つております。

地域活性化と「住民・学生・商店」の交流を目的として次の事業を実施しました。
・事業名 「テクノパーク桜まつり」
・内容 テクノパーク桜内の商店の出店 栗原小学校の栗つこソーラン

桜中学校のキャリアパスポート事業として8年生全員の出店

筑波大学生サークルや地元バンドによるステージイベント

起震車による地震体験

事業の概要

事業の成果

・実施期間 平成25年 11月 16日 (上 )から11月 17日 (日 )

日開催場所 カワチ薬品つくば桜店駐車場内
日来場者数 延べ6,000名

今後の目標

今回で第3回 目となるが,地域のおまつりとして根付いてきたように思います。

今後は,おまつり後も店舗日住民B学生の交流や地域活性化につながるような活

動を行つていきたいと考えております。

採択日実践
のコメント

活動状況写真

日地域住民だけでなく,大学生が事業に参画し,交流を図りながら事業を進めると

同時に,中学生の就業体験の場として,地域とのかかわりを持たせた取り組みを

課価します。
日今後も地域にかかわる方々が多く参加し,まちづくりを考える輪を広げていける

ような事業を推進することを期待します。
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活動状況写真

日新しい地域における,象徴的なモニュメントや旧所日名跡を探索しながら掲載する
ことにより,新しい魅力を引き出した取り組みを評価します。
H今後は,地域におけるマップを計画的に作製することにより,地域の再発見を行
う活動を期待します。

採択日実践
のコメント

日自慢マップは,好評により増昂1を行います。
日散策ルートマップは,第2ルートを開拓しルートマップを作成します。あわせて史
跡や歴史のある文化財などを掘り起こしてマップに掲載いたします。

今後の目標

H自 慢マップ配布 (掲出及び戸別宅配)3,000部
日散策コースマップ配布 (掲出及び戸別宅配)3,000部

事業の成果

日自慢マップ3,000部の編集制作
日散策コース(1コース)の設定とルート地図3,000部の編集作成

事業の概要

平成25年 3月 に結成し,同年6月 に「地域まちづくリグループ」に登録しました。
現在の会員は13名 で,葛城日研究学園地域において,当該地域ある歴史や文化
の地域資源を掘り起こして評価するとともに,新たな文化の薫る街づくりを進めた
いと考えております。また,このような地域資源を学びながら,市民同士の交流を
図り,地域の理解を深め,愛着を育むことを目的として活動しています。

団体の活動

都市計画課担 当 課

100,000円補助金額

326,200円総事業費

安心日安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

地域紹介マップ作成事業 (TX研究学園自慢マップ)事 業 名

葛城まちづくリグリーンネックレス構想
歴史文化・地域資源系グループ

団 体 名
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団 体 名 親子藝術あそび (ボランティア実行委員会 )

事 業 名 ウイーンフィルの首席奏者と子供たちによる藝術あそび

寄附活用分野

総事業費

補助金額

日本一の教育都市への取り組みに関する事業

536,159円

150,000円

担 当 課 国際 L文化課

団体の活動

国際都市つくば市における親子での市民交流の振興を図り,そこに育つ子供た
ちにインターナショナルで革新的な学びの経験と,つくば市が長い間大事にしてい
る歴史的に価値あるものを尊び,これらを大切にする心を子供たちに伝えてゆくこ
とを目的に活動しています。

事業の概要

特別に才能がある子供たちを対象にするのではなく,例えば音符も読めないよう
な子供たちにも,世界の一流演奏家であるウイーンフィルの首席奏者と楽しく共演
してもらい,本物の素晴らしさと楽しさを知るのと同時に,会場を北条の文化財の
蔵において行うことにより,古くてよいものを子供たちにも気付いてほしいと考えて
おります。

事業の成果

開催日 平成25年 9月 15日
・実施場所 宮清大蔵 (つくば市北条 )

・6月 から公募により参加児童を募集し,ワークショップを開催及びリハーサルを行う。
・児童50名 参加 (ワ ークショップロリハーサル3回実施 )

・父兄参加者100名

今後の目標
今年の経験を上合に,教育日本一のつくば市になることを目指し,世界を代表す

る音楽家と子供たちとの交流コンサートを通じて真にインターナショナルな人材が
育つことができる企画を今後も実施していきたいでナ。

採択に実践
のコメント

L世界でも有名な音楽家と,一般の子供たちが共演し,音楽の楽しさだけでなく,

音楽に対する夢をあたえる活動を,歴史的施設を活用しながら実施したことを評
価します。
日今後も,少しでも多くの子供たちが参加できるように内容を工夫し事業実施する
ことを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

色初心者でも,本格的なオペラの醍醐味を味わえるよ引こ,上演時間や字幕等の
工夫を行つたことを評価します。
日今後も,観劇者の増加に向けた活動を行うことにより,活気あふれる文化交流の
場を提供していただきくことを期待します。

採択・実践
のコメント

今後も参加して良かつたと思つて頂けるオペラ公演を継続して実施するととも
に,さらにレベルアップした舞台づくりに取り組んでいきます。

今後の目標

実施日 平成25年 7月 19日

実施場所 つくばカピオホール
つくば市に住む多彩な人々がホールに集い,盛況に終了することができました。

感動した等のご意見を多数頂戴し,オペラを愉しんで頂く場を提供できました。
ロチケット購入客数 :230名 招待客 :80名

事業の成果

気軽に本格的なオペラを見て頂けるよう約 1時間に再構成し,字幕を取り入れる
ことにより,原作の魅力を最大限に味わつていただける舞台作りに取り組みまし
た。

事業の概要

オペラ観劇経験者に留まらず,未経験者の皆様にもオペラの魅力を伝え,より
成熟した文化の街の実現を目指し,2010年 に設立されました。毎春つくばカピオ
ホールにおいてオリジナルなオペラ公演を開催しています。

団体の活動

国際 H文化課担 当 課

50,000円補助金額

1,315,OOO円総事業費

日本一の教育都市への取り組みに関する事業寄附活用分野

☆一番星うた物語りVo14.「蝶々夫人」事 業 名

☆一番星団 体 名
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団 体 名 漢字を楽しむ会 遊

事 業 名 つくば漢字探検隊2013&漢字遊び

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 280,781円

補助金額 100,OOO円

担 当 課 生涯学習課

団体の活動

つくば市内で,漢字を学んでいるサークル「漢字を楽しむ会 遊」です。平成23年
に設立し,大人から子どもも楽しめる漢字の学習会を企画しています。活動開始
してから3年 目に入り,漢字の世界の奥深さ・面白さを味わつています。

事業の概要

つくば市の親子や大人の方に,近隣の施設で,漢字とその元になっているものを,実際に
見ながらお話を聞き,漢字への関心を持ち楽しく学ぶ,という目的で次の事業を実施しまし
た。
実施日 平成25年 9月 1日 及び11月 2日
1 学校に関する漢字の秘密を探れ !

場所 :つくば市吾妻小学校 講師 :久保裕之氏
2土木と災害にに関する漢字の秘密を探れ !

場所 :つくばサイエンス・インフォメーションセンター 講師 :久保裕之氏

事業の成果

つくば漢字探検隊は,総勢125名 の親子に参加していただきました。
また,漢字あそびの会では,通算13回 で延べ147名 が参加してくれました。いろいろなお

話・クイズロカルタやトランプツミズルなどの遊びを楽しむことができました。
講師やスタッフに漢字学習の相談や質問をされる方が多く,保護者の関心も高いことが

分かりました。

今後の目標

つくば漢字探検隊の新しいテーマ「病院で見つける漢字」などを行う予定です。
また,「漢字あそびの会」は1年を通じて「手からできた漢字」「足からできた漢字

「町で見つける漢字」など,様々なテーマに沿つて考えております。

採択口実践
のコメント

日漢字を楽しみながら学ぶ事業内容を,昨年度よりも事業広報を充実させることに
より,参加申し込みが早期に定員に達したため,事業回数を増やすなど申込者全
員が参加できるよう事業実施に努力されたことを評価します。
日今後も市内外の様々な施設を活用しながら漢字の楽しさを普及する活動を期待
します。

活動状況写真

1 8



市
|

I

活動状況写真

H児童が地域の方々と楽しみながら交流し,放課後の居場所づくりに貢献しただけ

でなく,大学生ボランティアの実践の場を提供することにより地元の子供たちとの

交流を図つたことを評価します。
・今後は,多世代間の交流が促進できるような活動への広がりを期待します。

採択 E実践
のコメント

日市内在住の園児 H′
1ヽ学生,地域住民や学生のボランテイアの受け入れをさらに

進 め て いきたいです。
開催 日増加の要

七月
エ 対して ,

4月 より春日小学校で放課後子ども教室が出来る

ことになりました。春日交流センター以外での

アが集まれば検討したいと考えております。
開催要

切
エ も聞きますの で ボフ ンテ

今後の目標

実施期間 平成25年 4月 24日 から平成26年 3月 12日

イボードゲームの広場」には26名 の登録があり,毎回半数近くの方が参加しました。

活動回数回,参加者数延べ525人
・筑波学院大学OCPにより,学生8名 の参加しました。
「筑波大学T― ACTボランティアの受け入れを行いました。

事業の成果

春日交流センターで週1回 ,オセロ,1尋棋,チェスなどで参加者の交流を深める

「ボードゲームの広場」(計38回 )を実施しました。事業の概要

平成24年 5月 より,児童館の設置されていない春日小学校地区を対象に「ボード

ゲームの広場」を開催しています。低学年児童を中心に,地域の方や大学生との

多世代交流の場,放課後の居場所づくりに貢献しています。
団体の活動

教育指導課担 当 課

50:OOO円補助金額

70,044円総事業費

日本一の教育都市への取り組みに関する事業寄附活用分野

「ボードゲームの広場」を通して地域づくりでつくる居場所づくり事 業 名

つくばボードゲーム愛好会団 体 名
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団 体 名

事 業
´
名

つくば子ども劇場

みんなで しむパーカッションワールド
「ワンダ―ドラムパフォーマンス」

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 624,629円

補助金額 30,000円

担 当 課 国際口文化課

団体の活動

1991年設立してから子どものための芸術鑑賞会を133回 実施しました。劇場まつ

り、キヤンプ、おやこ大運動会など遊び体験活動を継続的に実施し,幼 児から青年

までの異年齢の子どもと親の自主的な活動を行つています。会員は170名 。

事業の概要

事業の成果

良質な文化・芸術を通じて子どもたちが,心豊かに育つ体験をするために次の事業を実施しました。

1 平成25年 6月 2日 つくばカピオリハーサル室

事前ワークショップ「ボディパーカッションで遊ばう !」

2平 成25年 6月 23日 つくばカピオホール

鑑賞会「ワンダードラムパフォーマンス」

老若男女が楽しく参加できる良質なワークショップと鑑賞会に参加することによつて,家族で仲間

で隣人と,文化・芸術を通じてつながる素晴らしさを多くの市民が体験した事業となりました。

1 事前ワークショップ「ボディパーカッションであそぼう !」

参加者57名 (子ども26名・大人31名 )

2鑑賞会「ワンダードラムパフォーマンス」参加者274名 (4歳以上)

今後の目標

採択日実践
のコメント

これからも,つくば市の子どもの舞台鑑賞活動 (とくに参加型鑑賞会 )を推進し,

子どもたちが ,い 豊かに育つ文化的環境を,行政や他の団体と協働して,整えてい

きたいと考えております。

L鑑賞するだけでなく,誰もが参加できる内容により,心豊かに育ちあえることを実

感できる事業となつたことを評価します。
日今後も,子どもも大人も心豊かに育ちあえることを実感できる事業を継続して行う

ことを期待します。

活動状況写真 俸
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活動状況写真

Bハワイ文化の普及に向けた活動及び参加者が楽しむだけでなく,昨年に引き続
き,竜巻被害支援を目指した活動につなげたことを評価します。
日今後も,つくば市におけるハワイアン文化の普及だけでなく,社会貢献活動への

取り組みも継続されることを期待します。

採択 H実践
のコメント

この事業を毎年継続して実施することにより,多くの方にハワイアン音楽とフラを
知ってもらい,つくばをフラのメッカにしていきたいと考えています。そして,地域の

皆様に支援される公益性の高い活動にも積極的に取り組んでいきます。
今後の目標

多くの人が入場し,ハワイアン音楽とフラを楽しみました。それにより,ア ワヽイアン文化ヘ

の共感が得られたものと確信しています。
また今回も,つくば市竜巻被害復興支援チャリティーの募金を併せて実施し,多くの人の

支持を得ることができました。少しでも復興支援の一助けになることを念願しています。
口入場者数 約1,000人

事業の成果

実施日 平成25年 10月 13日
口場所:市民ホールくきざき
口内容 :この事業は,全体を4つのステージに分け,軽快なハワイアン音楽に乗せ ,

1ハラウ(団体)毎に,それぞれの持ち味を生かしたステージを9ハラウ(団体)が披
露しました。

事業の概要

つくばハワイアン協会は,平成19年 に設立し,ハワイ音楽とフラを中心としたハワ
イアン文化をつくばにおいて普及日発展させるため,つくば市文化祭を初め,各種イ
ベントヘの出演や介護施設等への慰間など幅広い活動をしています。

団体の活動

国際日文化課担 当 課

50,000円補助金額

260,846円総事業費

日本一の教育都市への取り組みに関する事業寄附活用分野

つくばハワイアン&フラフエステイバル2013事 業 名

つくばハワイアン協会団 体 名
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団 体 名 アートウェーヴつくば実行委員会

事 業 名 第19 ロ アートウェーヴつくば2013

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 620,000円

補助金額 30,000円

担 当 課 国際日文化課

団体の活動

つくば地域の市民レベルの又化向上に寄与するため,昭和59年に設立された
「つくば美術文化の会」から発展し,平成7年から「アートウェーブつくば」と改称し
再出発して,計 30年近く,舌動を続けています。

事業の概要

日本画日洋画日書日彫刻日写真日工芸日立体平面などのジャンルを横断する作品の
展示会を開催するとともに,親睦と交流を深めました。

事業の成果

実施期間 平成25年 5月 21日 から平成25年6月 28日
日出展者数 64名
日実施場所 つくば美術館
日来場者数 約1,500名
日市役所ロビー展示会来観者数 多数

今後の目標
来年の「アートウェーブつくば」20周 年に向けて記念誌の発行などの事業を計画

し,市民生活に更に密着した芸術活動を目指します。

採択 H実践
のコメント

日展示会を複数の場所において実施することにより来観者数の増加を図つたことを

評価します。
H今後も,芸術文化定着のために,様々な場所において展示会を継続して行うこと

を期待します。

活動状況写真
蔭

22



活動状況写真

H薄れつつある地域文化を継承するだけでなく,知識 H技術の向上を図りながら実

施したことを評価します。
日今後は,より事業周知を行い,より多くの市民が地域の伝統文化に触れる機会を

設けることを期待します。

採択。実践
のコメント

菊花展も今年で5回 目を迎え,多くの市民が一ノ矢八坂神社を訪れました。今後

は,菊花展が地域の伝統文化として根付いて行けるように,コミュニティづくりと,

次世代への文化の継承を進めていきたいと考えております。
今後の目標

実施期間 平成25年 10月 28日 から平成25年 11月 18日
日場所 ―ノ矢八坂神社境内
日来場者数 平日50名 ほど,週末祭日150名 ほど事業の成果

―ノ矢八坂神社を会場として,第 5回菊花奉献展示会を開催しました。事業の概要

新旧住民が一丸となつて,平安時代の創建になる神社を守り,失われつつある

郷上の文化や地域の伝統を守るため,大菊3本立てを受け継ぎ,菊作りを通じて

地域のコミュニティを育て,次世代に継承していくために,一ノ矢神社境内で菊花

展を行つております。

団体の活動

国際日文化課担 当 課

30,000円補助金額

110,000円総事業費

日本一の教育都市への取り組みに関ずる事業寄附活用分野

第5回 ―ノ矢八坂神社菊花奉献展示会事 業 名

―ノ矢八坂神社菊愛好会団 体 名
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団 体 名 認定特定非営利活動法人 リヴォルヴ学校教育研究所

事 業 名
いじめ防止プログラムワークショップ

～地域で支える子育ち:つくらない !被害者・力口害者・傍観者～

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 179,306円

補助金額 100,000円

担 当 課 教育指導課

団体の活動

日既存の学校になじめずにいる子ども達のための「ライズ学園」運営事業
B教育に関する公開講座等の開催事業
日学校等へ社会人講師の紹介Hコーディネート事業
H独学教材の開発日普及事業
日東日本大震災地域の子ども達への支援事業

事業の概要
他地域で実績をあげている「いじめ防止プログラム」を紹介し,その技法の一端を

ワークショップ形式で経験しました。

事業の成果

実施日 平成25年 10月 26日
H場所 つくば市民大学 (ろうきんつくばビル5階 )

日対象者 実際に子ども達の支援にあたつている方
H参加者 28名

今後の目標
より具体的なワークを希望する声を受け,実際に行われているいじめ防止プログ

ラムを継続的に実施し,支援者の資質向上を目指します。

採択口実践
のコメント

Bいじめ防止の具体的手法に関する講座やグループワークでの参加者同士の交流
を通じ,いじめ問題の解決に向けた事業となつたことを評価します。
日今後は,研修対象者を拡大し,より地域で子どもたちを見守りながら,いじめ問題
に取り組めるような活動になることを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

日古文書の解説をとおして,江戸時代における地域の歴史日文化等を学ぶことがで
きたことを評価します。
日今後は,参加者を多く募り,地域の歴史・文化の再発見につながるような事業とな
ることを期待します。

採択日実践
のコメント

・江戸時代中期の古文書内容の周知を行つていきたいと考えております。
日小田,つくば北部地区の土浦との関係,歴史文化を後生に継承していきたいと考
えております。
日筑波山を中心とした仏教の発展と住民の関わりについて勉強していきたいと考え
ております。

今後の目標

実施期間 平成25年 9月 7日 から平成25年 12月 7日
・場所 ギャラリー 異 (つくば市小田)

日参加者 15名 X4回実施
事業の成果

小田,上浦藩主土屋家等の江戸時代古文書を多く保存している飯塚家古文書か
らテキストを選別して,くずし字等を解読するために必要な専門的技術を学び歴史
を解明します。

事業の概要

土浦藩とつくば市北部小田地区を中心とした吉文書を解読し,当 時 (江戸時代中
期)の歴史口芸術口文化等を後世に継承する活動を行つています。

団体の活動

文化財課担 当 課

60,00o円

総事業費

補助金額

133,865円

日本一の教育都市への取り組みに関する事業寄附活用分野

古文講座「江戸時代に書かれた古文書を読む」事 業 名

異塾団 体 名
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団 体 名 つくば市PTA連絡協議会

事 業 名 ランドセルは海を越えて

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 976,905円

補助金額 150,OOO円

担 当 課 教育総務課

団体の活動

市内51小中学校PTAの連絡協議会です。会員数16,411名 ,生徒児童18,832名
日教育講演会 8月 18日 市民ホールくきざき
日親子で本を読む読書週間の推奨 11月 各家庭
日あいさつでつながる育てるマナーアップキャンペーン
H12月 2日 全小中学校「思い出のランドセルギフト」周知

事業の概要

教育日本―を目指し,市内全小中学校児童生徒に,世界の状況を学んでもらい,アフガ
ニスタンにランドセルを贈ることにより,助 け合いの豊かな心と,ものを大事にする心を育
んでもらうため,また将来世界の人々のために活躍することを願い実施しました。
・リーフレット作成 23,000部  ・各学校の学びの機会としてのDVD作成
・寄贈セレモニー 平成26年 3月 21日 会場 :ノバホール

事業の成果

リーフレットとDVDで,同じ時を生きる世界の子どもたちの現状を知つてもらうこと
ができました。更に,ランドセルを寄贈してくれる子供たちには,たすけあいの喜
び,物を大切にすることで慎みと感謝を体感できたと思います。
ロランドセル寄贈数 450個

今後の目標
来年度以降の継続については,関係機関と協議の上,決定したいと考えておりま

す。

採択日実践
のコメント

日世界の子供たちの置かれている現状を学び,その実践としてアフガニスタンにラ
ンドセルを贈ることを通じて,物を大事にする機会を作つたこと評価しまず。
H今後も事業を継続し,子どもたちの情操教育の機会とすることを期待します。

活動状況写真

:支季教毒とランド進ジ伊
歯
糟
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活動状況写真

口発達障害についての最新情報をもとに,理解を深める勉強会を実施し,理解推進
を図つたことを評価しまず。
H今後は,多くの方に障害者理解を促進するための事業展開について取り組むこと
を期待します。

採択日実践
のコメント

今後も継続して,発達に遅れのある子や障害のある子について,支援する人とさ
れる人のニーズにあつた学習会等を行います。また今回取り上げた発達障害とは
違うタイプについても,理解を広げる活動していきます。すべての子が安心して学
び,暮らせるように貢献していきたいでナ。

今後の目標

「発達障害のある子 こんなときどうするの ?～ 4月 からの生活に向けて～」
講師 :菊池 春樹先生
実施日 平成26年3月 15日 (土 )午後 1時から4時
場 所 大穂交流センター視聴覚室
参加者 保護者日地域 18名 ,支援者47名 ,会員22名

事業の成果

発達障害のある子の感じ方,見え方を知り,よ り具体的で効果的な支援について
学ぶ学習会を実施しました。

事業の概要

平成25年 9月 に設立した,つくば市を中心に活動する「こどもの教育と特別支援について考える
会です。
発達に遅れのある子,障害のある子の暮らしと教育について,地域の様々な立場の方と一緒に

考えます。そして,支援する側・される側それぞれの負担を減らし,該当する子がニーズにあった教
育が受けられ,さらに地域で安心して暮らしていけることを目指して学習会を開催するなどの活動
をしています。

団体の活動

障害福祉課担 当 課

20,OOO円補助金額

48,182円総事業費

日本一の教育都市への取り組みに関する事業寄附活用分野

事 業 名 障害の子育て応援事業

こどもの教育と特別支援について考える会団 体 名
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団 体 名 特定非営利活動法人 華の幹

事 業 名 筑波山麓・古民家再生活用事業

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 27¬ ,970円

補助金額 150,OOO円

担 当 課 文化財課

団体の活動

広く一般市民に対して,つくば市小田地区の吉民家の保存と再生,活用に関する

蕃毒宅毎計 税
概 T写    猪鷲 鞘

並みを含めた

地域資源を次世代に継承することを目的

事業の概要

日つくば市内及び古民家再生保存の専門家や古民家再生活用団体等を招聘し,古

民家シンポジムを実施しました。
百筑波山麓の古民家見学ツアーを実施しました。
日古民家の再生体験や古民家を活用したイベントを行いました。

事業の成果

日古民家シンポジウム:平成25年 12月 21日 実施(25名 参加)

H古民家ツアー小田地区:①平成26年2月 15日②3月 1日 (① 10名②25名参加)

日もちつき日ならせもち作り:①平成26年 1月 6日②7日 (① 10名 ②30名 参加)

・ひなまつり:平成26年 2月 24日 から3月 3日 (ひなまつり展示見学90名 ,着物体

験日お琴体験3名 )

これからも,特定非営利活動法人華の幹が,古民家の再生活用のきつかけつくり

となるような活動を行つてまいります。今後の目標

採択・実践
のコメント

活動状況写真

・地域資源である古民家を活用し,歴史文化だけでなく,次世代に継承していく取り

組みにより,伝統文化継承を図つたことを評価しまず。
・今後も古民家を保全するために,様々なイベントを開催し,多くの方々に古民家

に関する普及を図る活動を期待します。
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活動状況写真

H自 らの技術を活用しながら,地域の歴史文化を継承するための活動につながつ

た事を評価します。
・今後は,森林保全活動だけでなく,環境保全に関する教育の一環となるような活

動につながることを期待します。

実践コメント

・竹林伐採面積 300N
出チップ竹の量 約400本 (1回で約200本 )

L実施回数 6回
H参加者 54名 (会員46名 市民3名 その他5名 )

事業の成果 L効果

近くの中根合に住宅街ができ,どんどん入居者が増加しており,城跡の周りにも

住宅が建てられてきている。城跡を保存することも大切であるが,その場を荒らし

たままにしておくことは,景観上も防犯上も風紀上も望ましいことでない。継続的に

管理していくことで,ハイキングコース巨自然観察及び主郭部分からの展望地にも

活用でき,市民が多様に活用できる場とすることができる。

事業継続の必要性

つくば市には沢山の城が存在していた。ただし,在主郭と堀の跡がはつきりと

残つている城跡は少ない。金田城は丘陵の斜面にあったため,畑などに利用され

ず残つたと考えられる。平成26年度には小田城跡公園の完成により,中世の城と

して金田城跡も訪れる方もあると考えられるため,主郭部分に登れるくらいには整

備する必要があると考えているため。

事業の目的

200,000円負担金額

経済部 農業課

金田古墳跡日館山城跡の森林の整備事 業 名

協働担当部署

つくば森林クラブ団 体 名
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団 体 名 ふれあい筑波

協働担当部署 経済部 農業課

事 業 名 森林と竹林の実践整備活動

負担金額 200,000円

事業の目的
市内で整備の行き届かない,森林と竹林及び山林を継続して実践整備していま

ず。地域の環境の向上を図り,環境維持に寄与すると共に,活動参加希望者に森
林活動の場を提供し,市民参加の意識の向上を図ります。

事業継続の必要性 H手入れ継続の民意が多い。

事業の成果口効果

日活動参加者数 参加者数260人 延べ活動参加者数 408人
日協定締結数 つくば市所有 2箇所 個人所有 6箇所
日実施面積 森林2.5ha里山林 51ha竹林 1 5ha

実践コメント

日会員だけでなく,市民が参加し,整備されていない森林などを実践ずることによ
り,環境保全に対する意識啓発を図る活動を行つたことを評価しまず。
日今後も,多くの市民が参加することにより,環境保全に対する意識啓発を図りな
がら,地域住民との連携を図ることを期待します。

活動状況写真
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_デ幹藉
覧

活動状況写真

口科学都市つくばとして,今後を担う子どもたちに,科学の楽しさを体験を通じて ,

興味関心を引き活動を行つたことを評価します。
H今後は,科学ボランティアを一人でも多く育成 H活用しながら,様々な場所で,科
学の楽しさを楽しみながら体験できる活動を期待します。

実践コメント

継続的に情報発信することにより,科学に興味を持つ方々への情報交換の場を
提供ができ,つくばならではの事業として外部の方々にも,高い評価をいただけ
た。
日実験教室の開催数 20回
日参加者数 (子ども:963人 大人87人 )

事業の成果 H効果

つくばに住む科学に興味を持つ方々にも『理科の芽』を発芽するチャンスを提供
し,増員日育成することで,それぞれの場所で科学ボランティアとして活動できるよ
うになると,さらに科学のすそ野が広がつていくと考えるため。

事業継続の必要性

①子どもたちにとって身近で安全な児童館で,子どもたちと同じ目線の親しみやす
い実験教室を日常的に行い,科学への興味関心を引き出すこと。
②科学ボランティアの方々に活動の場日情報交換の場を提供。
③科学に興味を持つ方々に,科学を通した市民活動のあり方を提案し,科学ボラ
ンティアの育成を行い,本事業のような活動をつくば市全体で草の根的に展開す
ること。

事業の目的

200,OOO円負担金額

『理科の芽隊』発芽計画 byおもしろ Iふしぎ?実験隊事 業 名

福祉部 こども課協働担当部署

おもしろ !ふしぎ?実験隊団 体 名
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団 体 名 くすのき会

福祉部 こども課協働担当部署

事 業 名 大穂地区子育て応援事業

負担金額 110,OOO円

事業の目的

社会情勢の変化に伴い,子育ての不安や負担の増大,孤立化や子ども自身が

成長できない,他者とコミュニケーションがとれないなどの子どもや子育てに関係

する多様な課題に対して,地域から応援するというアプローチは極めて重要かつ

緊急性が高い。
また,地域が抱える課題の解決を目指したり,様々な市の取組を地域で理解 H共

有する場として,これまで目標として取り組んできた世代を超えて,交流できる場と

機会を更に取組む必要があるため。

事業継続の必要性

地域における情報共有の促進や,ボランティア的な活動体制が基本となつてい

る。
地域内には,様々な団体があるが,それらの団体が連携し継続して活動するこ

とで,地域内での子育てに関する関心の向上,それらを通じた地域内でのつなが

りを更に強くしていくため。

事業の成果 H効果

口くすのきフォーラム 参加者 約90名

(区長,民生委員,消防団,学校職員,地域住民など)

H子育てカレンダー 毎月掲示箇所 (A3ポスター 11カ 所)配布枚数350枚
H小中学生会がコンクール 応募点数414点

(1回 目54点 2回 目 115点 3回 目415点 )

実践コメント

日地域ぐるみで,子どもたちが健全に育てる環境を,地域ぐるみで取り組むだけで

なく,防災時における地域連携についての共有口交流を図つた取組を評価します。
口今後は,この取組が大穂地区だけでなく様々な地区において広がることを期待し

ます。

活動状況写真
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アイラブつくばまちづくり補助事業一覧

国際・文化課50,OOO円☆一番星うた物語りVo14「蝶々夫人」

17

日本一の教育都市への取り組みに関する事業☆一番星

国際・文化課司50,OOO円ウイーンフィルの首席奏者と子供たちによる藝術あそび

16

日本一の教育都市への取り組みに関する事業親子藝術あそび (ボランティア実行委員会 )

安心・安全なまちづくりに関する事業

¬OO,000円 都市計画課地域紹介マップ作成事業(TX研究学園自慢マップ)

15

葛城まちづくリグリーンネックレス構想
歴史文化・地域資源系グループ

都市計画課100,000円テクノパーク桜まつり

14
安心・安全なまちづくりに関する事業テクノパーク桜まちづくりを考える会

産業振興課刊50,OOO円谷田部伊賀七音楽祭2013

13
安心・安全なまちづくりに関する事業つくば・まちかど音楽市場ネットワーク

市民活動課150,000円楽楽大学『TSUKUBAを語 ろう PART I』プロジェクト

12
安心・安全なまちづくりに関する事業特定非営利活動法人 スマイル・ステーション

企画課200,OOO円ランタンアート2013

11

安心・安全なまちづくりに関する事業つくIずセンター地区活性化協議会

産業振興課30,OOO円「いばらき松下村塾」講演 &交流会

10
安心・安全なまちづくりに関する事業NPO法人 よかっぺいばらき

農業課50,OOO円テレジンの子どもたちから

9

安心・安全なまちづくりに関する事業テレジンを語る会いばらき

障害福祉課50,000円第33回 吾妻まつり

安心・安全なまちづくりに関する事業吾妻まつり実行委員会

国際・文化課50,OOO円花とアートで美しく賑わいのあるつくばの玄関を演出する事業

7

安心・安全なまちづくりに関する事業特定非営利活動法人 つくばアーバンガーデニング

都市施設課40,000円コミュニティ・まちづくり活性化

6

安心・安全なまちづくりに関する事業花畑自治会

障害福祉課司00,000円「道草ハイク」及び金田とその周辺の生態系保全活動と環境教育

5
環境保全及び地球温暖化対策に関する事業金田台の生態系を守る会

国際・文化課50,000円みんなで音楽を楽しもう～クリスマス♪ファミリーコンサート

4
少子高齢化対策に関する事業特定非営利活動法人 ままと一ん

こども課20,OOO円つくIず子育てサークル 茶の間カフェ
3

少子高齢化対策に関する事業つくば子育てサークル 茶の間カフェ

スポーツ振興課可00,OOO円中高齢者のための水中運動教室を中心とする運動継続支援活動

2

少子高齢化対策に関する事業特定非営利活動法人 アクアライフ研究所

障害福祉課50,OOO円チャレンジυ運動会

1

少子高齢化対策に関する事業楽走クラブ

担 当 課補 助 額事  業  名

ページ
寄附活用分野団 体  名
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ページ
団 体  名 寄附活用分野

事  業  名 補 助 額 担 当 課

18
漢字を楽しむ会 遊 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

つくば漢字探検隊2013&漢 字遊び 可OO,OOO円 生涯学習課

19

つくばボードゲーム愛好会 日本―の教育都市への取り組みに関する事業

「ボードゲームの広場」を通して地域づくりでつくる居場所づくり 50,OOO円 教育指導課

20

つくば子ども劇場

みんなで楽しむパーカッションワール
「ワンダードラムパフォーマンスJ

日本一の教育都市への取り組みに関する事業

30,OOO円 国際・文化課

21

つくばハヮイアン協会 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

つくばハヮイアン&フラフエスティバル2013 50,OOO円 国際・文化課

22
アートウェーヴつくfば実行委員会 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

第19回 アートウェーヴつくば2013 30,000円 国際・文化課

23

一ノ矢八坂神社菊愛好会 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

30,000円 国際・文化課第5回 ―ノ矢八坂神社菊花奉献展示会

24
認定特定非営利活動法人 リヴォルヴ学校教育研究所 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

いじめ防止プログラムワークショップ
～地域で支える子育ち:つくらない !被害者・カロ害者・傍観者～

¬OO,OOO円 生涯学習課

25
具 塾 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

古文講座「江戸時代に書かれた古文書を読む」 60,000円 文化財課

26

つくば市PTA連絡協議会 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

ランドセルは海を越えて ¬50,OOO円 教育総務課

27

こどもの教育と特別支援について考える会 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

20,OOO円 障害福祉課障害の子育て応援事業

28
特定非営利活動法人 華の幹 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

筑波山麓・古民家再生活用事業 司50,OOO円 文化財課

アイラブつくばまちづくり補助事業一覧

市民活動協働型事業一覧

ページ
団 体  名

負 担 金 額 担 当 部 署
事  業  名

29

つくば森林クラブ
経済部
農業課

200,OOO円
金田古墳跡・館山城跡の森林の整備

30
心、れあい筑波

経済部
農業課

200,OOO円
森林と竹林の実践整備活動

31

おもしろ!ふしぎ?実験隊
200,000円   | 福祉部

こども課
『理科の芽隊』発芽計画 byおもしろ !心、しぎ?実験隊

32
くすのき会

ネロネ止告B

こども課
司¬0,OOO円

大穂地区子育て応援事業「くすのき会」
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アイラブつくばまちづくり補助金制度5周年記念
(過去 3ヶ年実績 )

・平成 22年度 補助事業数 20事業 補助額 計 2,650,000円

36

・平成 23年度 補助事業数 33事業 補助額 計 4,390,000円

37-38

・平成 24年度 補助事業数 34事業 補助額 計 2,970,000円

39-40



平成22年度アイラブつくばまちづくり補助事業実績一覧

(1)少子高齢化対策に関する事業 3事業 計 530,000円

(2)環境保全及び地球温暖化対策に関する事業 6事業 計 600,000円

(3)安心・安全なまちづくりに関する事業 4事業 計 650,000円

(4)日 本一の教育都市への取り組みに関する事業 7事業 計 870,000円

事業名 団体名 事業内容 補助額

桜ニュータウンに安心と

元気を届ける事業
さくらおたすけ会

食事サービスや木の剪定及び庭の草取りなど高齢者の

生活支援
130,000

リレー・フォー・ライフ

2010 in茨 城
リレー・フォー・ライフ

茨城実行委員会

がん経験者による,がん患者への関心を深めるための

啓発イベント
200,000

つくIずピンクリボン

フェスティバル2010

NPO法 人
つくIぶピンクリボンの会

乳がんの早期発見のための検診等の啓発イベントの開

催
200,000

事業名 団体名 事業内容 (主なもの )

補助額
(円 )

森林と竹林の

実践整備活動
ふれあい筑波

筑波山環境保全林などの植林,間 伐及び下草刈り等の

整備活動
200,000

測つてわかる大気汚染
N02

新 日本婦人の会
つくば支部

市内の自動車の排ガスによるN02を定点測定し大気汚

染を観察
20,000

筑波山まるごと観察会
NPO法 人 宍塚の自然と

歴史の会

筑波山の自然環境,地質的な特性の総合的理解を目指

す観察会
20,000

二の宮 みどりの会 みどりの会 二の宮公園内の花壇作り,除草などのボランティア活動 70,000

歩いて発見!茎崎めぐり

歩いて発見!茎 崎マップ
星野式ゲルソン療法を
実践するランチの会

茎崎を実際に散策し,地域の魅力をまとめたマップを作

成
90,000

第2回つくば研究学園
フラワーフエスタ2010

つくば研究学園フラワー

フェスタ実行委員会

公共施設等へのハンギングバスケツト,コ ンテナの設置

及びコンテストの実施
200,000

事業名 団体名 事業内容 (主なもの)

補助額
(円 )

春日4丁 目の街路及び

その周辺の環境保全維持
春日四丁目自治会

春 日4丁 目の環境維持のための除革・清掃・パトロール

活動
50,000

世界のつくばで盆踊り
特定非営利活動法人
スマイル・ステーション

市民の交流及びセンター地区の活性化のための盆踊り

イベント
200,000

谷田部千歳通り

イルミネーション事業

谷田部千歳通リフラワー
公園ボランティア会

谷田部地区の千歳通りを手作りのイルミネーションでラ

イトアップ事業実施
200,000

クリーン&グリーン
Festival

つくばが緑になる日

つくばセンター地区
活性化協議会

フラワーパレードや花植えを中心としたセンター地区で

のイベント開催
200,000

事業名 団体名 事業内容 (主なもの )

補助金
(円 )

宝筐山薬師堂跡地の
公園整備事業

つくば森林クラブ
宝筐山ハイキングコースで草刈り等を行い,観光用とし

て整備
70,000

おもしろ !心、しぎ?
実験隊@児童館

おもしろ !ふしぎ?実験隊
児童館・小学校での科学教育活動による実験教室等の

開催
180,000

学校教育の振興 吉沼おやじの会 吉沼小学校の父兄を中心とした,社会教育活動の振興 50,000

障碍を持つ子ども達の
児童ディサービス

子ども達の余暇を考える会
放課後活動やレクリエーション等による障害を持つ子ど

も達の支援
170,000

大穂地区子育て

応援事業
くすのき会

各団体が集い小中学生の交流会や絵画コンクールなど

の教育支援
70,000

パソコンノートテイクによる

高校生への授業の情報保障
特定非営利活動法人

PCY298 聴覚障害者のためのパソコン要約筆記による情報保障 200,000

つくばアーカイブズ活動に

おける古写真などの歴史

資料化に関する事業

クロスつくば
ァーカイブズ

研究会

つくば市内の吉民家などの吉写真,絵図等の収集,保

存並びに公開
130,000

36



平成23年度アイラブつくばまちづくり補助事業実績一覧

(1)少子高齢化対策に関する事業 7事業 計 920,000円

(2)環境保全及び地球温暖化対策に関する事業 5事業 計 560,000円

80,000
地域の各団体による,小中学生の交流会や絵画コンクール
等の教育支援

くすのき会
大穂地区子育て応援事業

「くすのき会」

200,000三世代による演劇の定期的な練習及び公演会の実施つくば南地区活性化委員会
三世代交流広域連携
地域活性化プロジェクト

190,000
中高齢者を対象とした,水泳及び水中運動教室を通じた健康
の維持活動

特定非営利活動法人
つくばアクアライフ研究所

市内プールを活用した市民
(中 高齢者)を対象とした
水泳 &水 中運動指導

50,000乳幼児を持つ母親同士の相互交流による子育て支援会
子育て休憩室&ほっと
ステーションオアシス

子育て休憩室 &ほっと
ステーションオアシス

20,000
高齢者及び障害者の日常生活のサポート及び高齢者の相互
親睦サロン

グリーンハイツ助け合いの会
グリーンハイツ
助け合いの会

200,000
がん経験者による,がん患者への関心を深めるためのイベン
ト

リレー・フオー・ライフ

茨城実行委員会

リレー・フォー・ライフ
201lin茨 城

180,000
食事サービスや木の剪定及び庭の車取りなど高齢者の生活
支援

さくらおたすけ会
桜ニュータゥンに安心と

元気を届ける事業

補助額
(円 )

事業内容 (主なもの)団体名事業名

200,000桜が丘地区を中心とした居住環境の美化及び公園施設整備桜が丘おはな会
居住環境の美化
ごみ減量等事業

110,000
金田・大を実際に散策し,地域の魅力をまとめたマップを作
成

星野ゲルソン療法を
実践するランチの会

歩いて発見 !

金田めぐり,大 めぐり/
歩いて発見 !金田マップ

20,000
市内のN02を 定点観測し,自 動車の排ガスによる大気汚染
を観察

新日本婦人の会つくば支部
測つてわかる

大気汚染"N02"

30,000
筑波山の自然環境,地質的な特性の総合的理解を目的とし
た観察会

認定NPO法人
宍塚の自然と歴史の会

初夏の筑波山
まるごと観察会

200,000
筑波山環境保全林等の植林,間 伐及び下草刈り等の整備活
動

ふれあい筑波
森林と竹林の実践
整備活動・継続事業

補助額
(円 )

事業内容 (主なもの)団体名事業名
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(3)安心・安全なまちづくりに関する事業 12事業 計 1,730,000円

(4)日 本一の教育都市への取り組みに関する事業 9事業 計 1,180,000円

事業名 団体名 事業内容 (主なもの )
補助額
(円 )

春日4丁 目の街路及び
その周辺の環境保全維持

春国四丁目自治会 春日4丁 目の環境維持のための除草・清掃・パトロール活動 70,000

世界のつくIず で盆踊り2011
特定非営利活動法人
スマイル・ステーション

市民の交流及びセンター地区活性化のための盆踊リイベント 200,000

テレジシ収容所の
小さな画家たち展

テレジンを語る会いばらき 戦争中にチェコの子ども達が書き遺した絵の展覧会 200,000

安全確保と景観づくりの
草刈り事業

辻草刈リクラブ
交通安全の確保及び環境保全を目的とした,市道の車刈り,舌

動
50,000

第31回吾妻まつり 吾妻まつり実行委員会
吾妻地区に地域の文化をつくるための,小 中PTAを中心とし
た祭リイベント

200,000

ユニバーサルソーランによる
地域活性化プログラム

～鳴子でつなぐ筑波とつくfず ～
筑波大学斬桐舞

防災情報を記載した鳴子を配布することによる,地域活性化
プログラム

50,000

つくば市谷田部千歳通り
イルミネーション事業

つくば市谷田部千歳通り
フラワーボランティア会

谷田部地区の千歳通りを手作りのイルミネーションでライト
アップする事業

200,000

東日本大震災
復興チャリティコンサート
宮清大蔵コンサート2011

北条街づくり振興会
宮清大蔵での,国際的管弦楽団によるチャリティコンサートの
実施

200,000

第3回北条音 ♪絵巻
つくば・まちかど音楽市場

ネットワーク
北条地区での音楽イベンHこよる地域振興 90,000

ランタンアート20可 可
つくばセンター地区

活性化協議会
冬季に,つくばセンター地区イルミネーションを彩り賑わいを
創出する事業

200,000

不登校・ひきこもり・ニート等の
支援機関利用の手引き
冊子作成及び配布

特定非営利活動法人
若年者社会参加支援
普及協会アストリンク

ひきこもり等の問題について,支援機関を紹介する冊子を作
成し配布

70,000

心、るさとつくば ゆいまつり
心、るさとつくばゆいまつり

実行委員会

つくばに関わる人々の「つながり」倉1出 の場提供のための,中
央公園での祭り

200,000

事業名 団体名 事業内容 (主なもの)
補助金
(円 )

小田城の外堀を潤した
人幡川をホタルとぶ
豊かなサIHこしよう

つくば森林クラブ
かつてホタルが飛んでいたという.今は竹と篠に覆われた人
幡川の整備

200,000

おもしろ !心、しぎ?実験隊
@児童館VOL2

おもしろ !お、しぎ?
実験隊

児童館 」ヽ学校での科学教育活動による実験教室等の開催 190,000

はじめてのシアター
「ハ、わら、わ山の音楽会」

つくば子ども劇場 親と幼い子どもを対象とした,音楽会を通じた情操教育 80,000

学び場さくら塾 学び場さくら塾
筑波大学生による,経済的事情により塾に通うことができな
い子どもの勉学塾

40,000

吉沼おやじの会 吉沼おやじの会 吉沼小学校の父兄を中心とした,社会教育活動の振興 30,000

障碍を持つ子ども達の
児童デイサービス 子ども達の余暇を考える会

放課後活動やレクリエーション等による,障害を持つ子ども
達の支援

140,000

歌劇『椿姫』 つくばオペラ 地元の音楽家達による,原語のオペラ公演 200,000

パソコンノートテイクによる
高校生への授業の情報保障

特定非営利法人PCY298 聴覚障害を持つ生徒を対象とした,パソコン要約筆記による
情報保障

200,000

子どもとメディアを考える
学習・交流会2012

子どもとメディアを考える
ネットワーク実行委員会

メディアの子どもへの影響を啓発するための講演及び勉強
会の実施

50,000

38



平成24年度アイラブつくばまちづくり補助事業実績一覧

(1)少子高齢化対策に関する事業 8事業 計 570,000円

(2)環境保全及び地球温暖化対策に関する事業 5事業 計 590,000円

生

50,000
障害のある人もそうでない人も一緒に生きていくことができる地域社会を共に

創ることを目的とした「ぷれジョブ」の活動について,そ の考案者である講師を

招へいして講演会を開催し,つくば市での活動を推進していく。
ぷれジョブつくばぷれジョブつくばの

活動推進のための講演会

70,000

「あいさつ・声かけ運動」・「大穂地区小中学生交流会」「子育てカレンダー」

「小学生絵二回『
コンクール」を通じ,子育てする親たちが地域の中でつながつて

いけるまちづくりを目指して,地域全体で子ども・子育てを応援する活動を行

つ。

くすのき会大穂地区子育て応援事業
「くすのき会」

50,000
がん患者医科歯科連携に関する研修会を開催し,受講した医院 は「つくばが

ん患者医科歯科連携歯科医院Jに承認し,名 簿や所在地の載つた地図付きの

ポスターを作成し,病院や公共機関に掲示し啓発活動を行う。

つく|ぶがん患者
医科歯科連携協議会

つくばがん患者
医科歯科連携

50,000
つくば市内のグラウンドにて,自 らスポーツをすることが難しい青少年が楽し

いと感じることを目的とした運動会。スポーツ指導員の指導のもと3時間の運

動会を行う。
楽走クラブチャレンジυ運動会

50,000
子育てに関連する人々を対象に,高 名な教育学者の講演会を実施。また乳幼

児対象のコンサートを行うことで文化 芸術を通じ安心感 幸福感に満ちた親

子の子育てを実践する。

つくば子ども腺1場
「素敵な子育てしませんか」

講演会&コンサート

150,000
がん患者とその周りの人々が共に生きていくための絆を育むためのイベント。

がん患者にとつて最も辛いとされる夜にリレーウォークを行う。また,ブース等

を通してがんの早期発見・早期治療の啓発を行う。

リレー・フォー・ライフ

茨城実行委員会
リレー・フォー・ライフ

201 2 in茨 城

100,000
高齢者への助け合いにより地域の絆が感じられるまちづくりを行う。桜ニュー

タウン内に住む高齢者を対象にして,食事サービス,庭の草取り,高齢者向け

パソコン教室を開催する。
さくらおたすけ会桜ニュータウンに安心と

元気を届ける事業

50,000
小児キャンプを開催し,細 かい指導教育や医学的検査を集中的に実施するて

夏季体業期中の2泊 3日 で,医師等が栄養 ,運動 ,心理的問題 ,医学的問題

について小児肥満児を指導する。登山等レクリエーシヨンも行う。
つくば小児肥満対策会小児肥満児を対象とした

宿泊型キャンプ

補助額
(円 )

事業内容 (主なもの )団体名事業名

50,000
金田台のオオタカを頂点とした森林 土壌を含めた貴重な生態系について ,

講師とハイキングをしながら観察や史跡めぐりやネイチャーゲームを通じて

自然環境保全に対する意識高揚を図る。
金田台の生態系を守る会

「道くさハイク」及び

金田とその周辺の

生態系保全活動と環境教育

200,000
筑波山に来訪する人々が広く筑波山の 自然への理解を深め ,筑波山の 自然

のすばらしさや貴重さ′保全の必要性などを啓発することを目的として,筑 波

山頂の休憩所を会場に,インストラクターによる展示説明を行う。

特定非営利活動法人
つく(ず環境フォーラム筑波山自然展の開催

150,000
地域の森林や竹林で手入れがされず荒れている場所を,市民参加による下

刈り 除伐・間伐・枝打ち つる切りなどの実践整備活動を通じて地域に寄与

するともに意識改革を促す。
ふれあい筑波森林と竹林の実践整備

活動・継続事業

40,000
市内の二酸化窒素を継続的に定点測定を行い人気汚染を観察する。測定さ

れた結果については環境フェスティバル等で報告する。また,公共交通機関

を利用して,使い方を学びつくば市の交通体系を考える。
新日本婦人の会つくfず支部

測つてわかる大気汚染
“N02"そ して公共交通で

出かけよう

150,000
市内金田地区の古墳跡・館山城跡の森林整備を行い住民の憩いの場として

活用する。4日 間及び臨時の活動日を設けて,枯木や倒木,竹を整備する。

チップ粉砕機にて林床を歩きやすくすることも想定している。
つくば森林クラブ金田古墳跡・館山城跡の

森林の整備

補助額
(円 )

事業内容 (主なもの )団体名事業名
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(3)安心・安全なまちづくりに関する事業 9事業 計 960,000円

(4)日 本一の教育都市への取り組みに関する事業 12事業 計 850,000円

事業名 団体名 事業内容 (主なもの )
補助額
(円 )

第32回 吾妻まつり 吾妻まつり実行委員会
吾妻の子どもたちにら、るさとの思い出を与えることを目的とし 中央公園にて

学校のPTAや 近隣大学の学生ら約400名 を中心にして夏祭りを開催する。
150,000

楽楽大学『TSUKUBAを 語ろう』
プロジェクト

特定非営利活動法人
スマイル・ステーション

筑波山が見える地域を対象とし,そ の文化,歴史.産 業,市民活動 ,科学や国

際化に関して講師を呼び,学び合いの場を作る。今いる地域を通じて新しい絆

作りを目指す。

150,000

ランタンアート2012
つくばセンター地区

活性化協議会

つくばの冬の風物詩「つくば光の森Jの一環として,センター地区近隣小学校
の子ども達にランタンを作つてもらい,保護者の協力を得て展示 点灯する。来

衝者向けワークショップ作品の展示やランタンコンテストも行う。

150,000

つくば市谷田部千歳通り
イルミネーション事業

つくば市谷田部千歳通り
フラワーボランティア会

つくIず市谷田部地区のシンボルのひとつである千歳通りを,市 民の手作りのイ
ルミネーションで'表

七
飾することにより,人を引きつけ,人を魅了する空間を創出

し,美 しい「光通り」を冬の風物語として地域の活性化を図る。

100,000

竹文化推進事業 (竹アート) 竹アート実行委員会
つくばセンター地区において,日 本の伝統文化である生け花と地域資源である
「竹アートJを ,市民,外国人 学生などの参加により実施し,竹文化の普及と,

センター地区における人と人との交流を図る。

100,000

第2回 ら、るさとつくば
ゆいまつり

ら、るさとつくばゆいまつり
実行委員会

つくば市民の「つながり」創出の場としてお祭りを実施し,つ くばの新たな文化

をとしての定着を目指すため,市民からの公募によつて「ら、るさとつくばゆいま
つり実行委員会」を組織し,企画 ,運営を進めながら実施する。

30,000

つくば市竜巻災害復興支援
チヤリティコンサート

宮清大蔵コンサート2012
北条街づくり振興会

宮清大蔵において,チャリティコンサートを開催し,北条地区の竜巻被害を受
けた地元市民の心のケアと癒しの場を提供し,北条地区の復興支援の一助と

するとともに,文化振興に寄与する。

200,000

つくばFantasdc Fesjval 筑波学院大学大道芸
ジヤグリングサークルFarce

つくばセンター広場において,ステージ企画として,ジャグリングパフォーマン

スを行い地域の活性化を図るとともに,体験型企画として,ジャグリング道具
の体験教室やバルーンアートの配布を行う。

30,000

ユニバーサルソーランによる
地域活性化プログラム

～鳴子でつなぐ筑波とつくば 2012～
筑波大学 斬桐舞

つく|ず市内の老人ホームや幼稚園 ,お祭りなどです鋭客と一緒に鳴子による
ソーラン演舞を行いながら,災害情報を記載した鳴子を配布し,安全に対する

情報提供を行う。

50,000

事業名 団体名 事業内容 (主なもの )
補助金
(用 )

オペラ「マダム・バタフライ～
蝶々さん」(日 本語上映)

つくばオペラフィオーレ
ノバホールにて明治20年の長崎を舞合にした「マダム バタフライ」を上演す
る。英語や長崎弁を取り入れよりわかりやすいものにし,低価格にて上演す
ることで地域の文化向上に寄与する。

30,000

漢字を楽しむ会 遊 つくば漢字探検隊
親子で漢字の成り立ちや説明を学ぶ講座。筑波山神社と食と農の科学館に

て実施し,学校で学ぶだけではなく,会場の専門の方に話を聞き,小学生で

も楽しく学ぶ機会を持つ。

100,000

『理科の芽隊』発芽計画 by

おもしろ !ふしぎ?実験隊
おもしろ!ふしぎ?

実験隊

つくば市内の児童を対象に児童館等で科学の実験教室を実施し,科学に興
味聞心を持つ児童を継続的に増やしていく。また市民科学ボランティア活動
の場を提供し 市民レベルの科学の下地を作るために活動する。

200,000

☆一番星「オペラ義援金2012」

公演 "ラ・ボエーム"
☆一番星

プロのオペラ歌手及びピアニストによる質の高いオペラを,市民向けに可能
な限り安価な入場料で鑑賞してもらうことによリオペラ文化を市に定着させ

る。また,収入の一部を災害復興のための義援金として寄託する。

30,000

パソコンノートテイクによる
高校生への授業の情報保障

特定非営利活動法人
PCY298

聴覚障害をもった高校生を対象に,パソコン要約筆記技能をもったボラン

ティアが,教室に出向き教師や生徒の発言を文字化する。聴覚障害を持つ

た学生でも健聴の生徒と同様に授業を受けられるようにする。

100,000

Hawa' Festivalin Tsukuba
Hawa対 Fest valin Tsukuba

実行委員会

つくIず市のハワイ文化愛好家への活動サポートを目的としたフェスティバ
ル。つくばカピオにて,大小2つ のステージを使い市内団体によるショー,東
京のプロのステージを行う。また,フ ラやウクレレの体験レッスンを開催。

50,000

学校教育の振興 吉沼おやじの会
吉沼小学校区のPTAを中心に,進具の安全点検と塗装 ,親子キャンプの実

施,三世代豚汁会食会 ,イ ルミネーションの設置 ,安全のぼり旗の点検設置

等を行い,地域のおやじの活動を通じて教育サポートを行う。

100,000

「ボードゲームの広場」を通して
地域でつくる居場所づくり

つくばボードゲーム愛好会
積極的に外に出て友人に声をかけて遊ぶことが苦手な子供たちに,オセロ

ゲーム等のゲームを通じた進びを基盤として,対人関係.友人関係を築くこ

とのできる場所づくりのひとつのきっかけを行う。

30,000

つくばハヮイアン&フラフエス
ティバル2012

つくばハヮイアン協会
つくば市を中心に,舌 動している11の アヽラウ(団 体)に よるフラショーをハワイ
アンバンドの軽快な音楽に乗せ ,全体を4つ のステージに分けて,1ハラウ

(団 体)毎に,それぞれ持ち味を活かしたステージを行う。

30,000

子どもとメディアを考える
学習・交流会 2013 子どもとメディア関東

ネット依存・ゲーム中毒が頭著化している中で,問題意識を喚起するため
に,家庭・地域・教育現場でのネット依存 ゲーム中毒からの脱出策と予防
栄についての取り組みについての講演会を行う。

100,000

衣食住研究会
(着物つておしゃれ !)

衣食住研究会

私服コーディネーターに着物の歴史や,柄について学び,参加者には簡単
に装う着物体験を通じ,先人の遺した日本の衣食住の文化に触れ,親しみ
ながら人との関わり・ものを大切にする心や生き方を学び楽しむ機会をつく
る。

30,000

高山真名学園PTA連 絡協議会
教育講演会 (災 害から生き残
る為に必要なことを学ぶ )

高山真名学園
PTA連 絡協議会

いつ起こるか分からない災害から自分や家族を守る為に必要な情報や心構
えを学ぶために,12月 8日 (上 ),3つ の小中学校の保護者及びその地域住
民を対象に,研究所から講師を招へいし講演会を実施する。参加者全員に
は人間の行動心理に基づいた「正常性バイアス」を体験してもらう。

50,000

40


